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ブロードバンドという「約束された未来」はかならずやってくる

わけで、そうなればテレビなどがネットワークに接続され、コタ

ツに入ってミカンでも食べながらリモコンで音楽をダウンロード

したり、映画をオンデマンドストリームで楽しんだりすることが

日常的に行われるようになるかもしれない。しかし、インターネ

ットは交通網と類似していて、近所の生活道路と高速道路、ある

いは各駅停車のローカル線と新幹線とでは交通量と速度が異な

るように、サーバーからユーザーまでの経路には渋滞や乗り換

えが何か所もあるため、コンテンツをダウンロードする速度に

大変な差が生じるのだ。よって、インターネット全体の通信速度

が向上しなければ、思ったほどダウンロードにかかる時間は短

縮されない。つまり、ユーザーによるブロードバンド化への投資

は、ある部分を超えると無駄になる可能性があるのだ。そこで

今回は、ユーザーの投資に見合った無駄のないブロードバンド

環境の条件とは何なのか、またそれはどのような形で提供され

る見込みなのかについて、実証実験を交えてレポートする。
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322 INTERNET magazine 2001/4 ADSL（エー・ディー・エス・エル／Asymmetric Digital Subscriber Line）：既存の電話線を利用した高速デジタルデータ通信技術。下り（電話局→家庭）の伝送速度は数
Mbpsで、上り（家庭→電話局）の電送速度の10～100倍になるのが特徴。日本ではNTT東日本と西日本、東京めたりっく通信などが試験サービスを開始している。

どがほぼ直接つながる状態となり、ケーブ

ル局などのブロードバンド事業者によって

保証される回線速度がフルに活かされる

ので、社内LANで一般的な規格である

10BASE－T（10Mbps）並みのスピー

ドをきっちり確保できるのだ。このような

サービスは、IIJグループによる「HSMN」

（ハイスピードメディアネットワー

ク） や「AII」（エー・アイ・ア

イ）社による「CDSP」（コンテンツディ

ストリビューションサービスプロバイダ

ー） 、といった次世代コンテンツ

配信プラットフォームとして実用化の準備

が進められており、本格的な稼働が待ち

遠しい限りだ。

次の章では、IIJグループのHSMNによ

インターネットは「遅い」？

現状では56KモデムまたはISDNが一般

的な家庭の接続環境のため、「音楽のダウ

ンロードは職場や学校でしている」という

人も多いことだろう。しかし、まだ都市部

に限られてはいるものの、ADSLの高速化

と低価格化が急速に進み、いままでは職

場や学校などでしか利用できなかった

Mbps級の常時接続も自宅への導入がグ

ッと現実的になってきた。1Mbpsあれば

1曲あたりのダウンロードにかかる所要時

間が1分程度まで短縮されるので、音楽配

信はさらに身近になる。しかし、インター

ネットを経由する以上、ダウンロードにか

かる時間を無限に短縮することは困難だ。

たとえばケーブル局の多くは数百Mbps

程度でインターネットに接続されているの

だが、インターネット経由である音楽配信

サーバーにアクセスする場合、そのサーバ

ーがインターネットに接続されている速度

を上回ることはあり得ない（上図）。その

理由としては、①いくつものサーバー／ル

ーターを経由する、②途中の経路で1か所

でも回線速度が遅いところがあるとそこが

ボトルネックとなって全体のスピードが下

がってしまう、ということが挙げられる。

インターネット回避で問題解決！

では、ブロードバンド環境を用意しても

夢の秒速ダウンロードを実現することはで

きないのだろうか？いや、音楽配信サー

バーがユーザーに近づけば、もっと高速で

ダウンロードできるはずである。先ほども

説明したように、ユーザーとケーブル局と

の間は数Mbpsでつながっており、非常に

高速なのは間違いない。

そこで、この速度を最大限に活かすこ

とを目的として、配信サーバーとブロード

バンドユーザーとを直接つなぐ回線を低コ

ストで提供する事業者に注目したい。こ

れらの事業者は、音楽などのコンテンツ配

信サーバーとケーブル局などとの間を数百

Mbps～1Gbpsで結ぶ回線を用意し、ブ

ロードバンドネットワーク本来の速度によ

る快適なコンテンツ流通を実現するインフ

ラを準備しているのだ（下図）。この環境

であれば、ユーザーと音楽配信サーバーな

ブロードバンドならではの音楽配信とは？

超高速ダウンロードは
コレで決まり！
理屈では10Mbpsの回線を利用してMP3などで圧縮された5分の曲をダウンロードする

のに必要な時間は数十秒程度となるのだが、それは社内LANなどでの話で、インターネッ

トを経由すると、T1（1.5Mbps）相当の所要時間である約1分より短縮させることはなか

なか困難である。だとすると、「1MならADSLで十分だから光ファイバーはいらない」とい

うことになってしまうのだろうか？

hAとCがいくら早くても、Bが遅いと意味がない 
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INTERNET magazine 2001/4 323ATRAC3（Adaptive TRansform Acoustic Coding 3）：「ATRAC」とはソニーが開発した音声圧縮技術であり、MDなどで採用されている。ATRAC1は圧縮率が約5分の1
に対して、ATRAC3は約10分の1となっている。

るコンテンツ配信を予定しているグランスフ

ィア社 の協力により、あくまでも

仮想の「家庭における100Mbps環境」に

ついて、実証実験レポートをお届けする。

www.iij.ad.jp/hsmn/
www.aii.co.jp/home/about/
www.grandsphere.com

秒速ダウンロードは、もうすぐそこ

MP3などで圧縮された約5分の曲をダウン

ロードするのに必要な時間は、56Kモデム

やISDN 64Kで約16分、ISDN 128Kで約

8分、そして職場や学校で一般的なT1なら

約1分といったところだ。これ以上の速度

となるとLAN環境の10Mまでは体験され

ている読者も多いことだろう。LANの中で

あればパソコン間のコピーに要する時間は

10秒以下となる。前述した高速配信サー

ビスでは、年内にも10M程度まで個人ユ

ーザー向けに提供する予定とのことで、こ

れだけでも恐ろしく速いのだが、今回はサ

ービスが実用化される予定こそないものの

来年中にはなんとかなっていそうな（？）

100Mbpsの世界を体験してみることにした。

実測不能！ 100Mbpsの世界

実験では5分40秒の曲をATRAC3で圧

縮し、WindowsMediaでパッケージした

5.49MBの音楽ファイルを使用した。ま

ず、一般的なISPのサーバーに音楽ファイ

ルをアップロードし、ダウンロードにかか

る時間を計測したところ、ジャスト1分と

いう結果だった。この速度は大体1～

3Mbps相当なので珍しいものではない。

次に、実験用パソコンと100Mbpsで接続

された擬似データセンター（ここでは通常

のサーバー）に音楽ファイルをアップロー

ドし、ダウンロードにかかる時間を計測し

た。実験用ウェブサイトのリンクをクリッ

クし、ファイルの保存場所をたずねるウィ

ンドウで保存ボタンをクリックすると、ダ

ウンロードは一瞬にして完了し、止める間

もないストップウォッチが秒を刻み続けて

いた。気を引き締めて再度計測に挑戦し

たところ、何とか成功した。結果は約0.4

秒であった。たしかに環境としては100M

のLAN（100BASE－T）と同様ではある

のだが、すさまじい早さだ。

ビデオクリップ配信もカンタン！

参考までに動画ストリームについても実

験を行ってみた。WindowsMediaの最新

版で圧縮された動画ファイルを使用した

のだが、56Kの場合160×120という小さ

な画面でも「にじみ」が目立つ（写真

左）。700Kの320×240では画像はきれい

だが若干コマ落ちがある。最後に2Mの

640×480では画像も鮮明で動きもテレビ

放送並みであった（写真右）。全画面表

示でも被写体の猫のヒゲが1本1本くっき

り見える。ダウンロードよりもストリーム

のほうが安定した接続環境を必要とする

のだが、最近、米国でビジネス化が加速

すると言われている「サブスクリプション

サービス」（定額制のオンデマンドサービ

ス）や、ペイパービュー方式のビデオスト

リーム配信については、音が途切れたりコ

マ落ちしたりするようなクオリティーでは

到底普及しないはずだ。また、自分の気

に入ったビデオクリップだけを集めようと

すると、パッケージやテレビから録画した

ビデオを編集する必要があるのだが、クリ

ップ単位でダウンロードして購入できるよ

うになれば、パソコンで簡単に編集でき

る。前出のWindowsMedia最新版の場

合、4分のクリップを2Mbpsで圧縮すれ

ば60MBくらいとなるので、10Mbpsなら

5分以下でダウンロードできるはずだ。映

像コンテンツについても、高速配信ネット

ワークへの期待は高まる一方だ。

今回の実験では、商用インフラの目覚

しい充実ぶりを確認し、以前から言われて

いた「ネットがテレビやラジオと競合する日」

が確実に近付いていることを実感した。

56kbps：160×120というサイズにしては従来の動画
方式よりも動きはかなり滑らかだが、画質はだ粗い。

2Mbps：640×480という大きめのサイズでも、動き、
画質ともに高品位だ。色調も非常にいい。
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324 INTERNET magazine 2001/4 サーバー：ネットワークにつながったクライアント側のアプリケーションからリクエストを受けて、その要求に応じたデータを送信するソフトウェアやコンピュータのこと。WWWサーバーや
FTPサーバーなどがある。

海外の音楽配信サイトにInterview

Net Age Music
vol.2「Buenos Aliens」

www.buenosaliens.com
「Net Age Music」第2回は、南米アルゼンチンの首都ブエノスアイレスにある音楽配

信サイト「Buenos Aliens」を取り上げる。同サイトは、アルゼンチンのテクノ、ハウス、

アンビエントなどエレクトロニックダンスミュージックを中心に扱う、極めて珍しく興味深

いサイトである。欧米のアーティストやDJも登場するコンテンツの充実ぶりには正直、驚

かされる。インタビューに応じてくれたのは、ウェブマスターであり、共同設立者の1人で

あるダンテこと、ジョアン・パブロ・ディアントニオ氏である。彼はウェブディベロッパーと

しても幅広く活動している。 取材・文／原 雅明（HEADZ）

翻訳／バルーチャ・ハシム（HEADZ）

「Beta Lounge」の影響を強く受ける

多くの日本人は、アルゼンチンの音楽

と言えばタンゴくらいしか思い浮かべない

だろうが、その地の音楽情報がほとんど入

ってこない現状を考えれば、それも仕方な

いかもしれない。しかし、「Buenos Aliens」

から発信される音楽を聴けば、ステレオタ

イプな発想も覆されることだろう。「ぼく

のパートナーであるヨハン・グレゴールと

一緒にアイデアを思い付いたんだ。ローカ

ルなエレクトロニックミュージックシーン

の情報と、アンダーグラウンドのことがわ

かるサイトがあればおもしろいと思ったし、

実際ほかに存在しなかったんだ」

Buenos Aliensが無事スタートし、順

調に運営されてきた背景には、第1回で紹

介した「Beta Lounge」の影響が大きい

という。「多大な影響を受けたのは、Beta

Loungeだろうね。彼らのサイトを参考に

したことで、ぼくらは、はっきりした目的

意識を持てたんだ。国内のアーティスト

と、この国に演奏しに来る海外のアーテ

ィストをサポートするというね。また、ロ

ーカルなアーティストに才能があるからこ

まずはそれが大切だね」

アルゼンチンのクラブシーンは

“外から中へ”と拡大している

それにしても、アルゼンチンにおいてエ

レクトロニックミュージックやクラブミュ

ージックのシーンはいったいどういう発展

を遂げてきたのだろうか。BuenosAliens

では、大きなライブパーティーの模様もリ

ポートされていて、非常に活気づいている

様子がうかがえる。「シーンは1998年の初

頭にようやく人気が爆発して、レイブでは

一万人もの人が集まるようになった。で

も、それは一時的なもので、いまはメイン

ストリームのシーンがありファンも多いが、

ほかのジャンルのファンに比べたらまだま

だ数は少ない。インディペンデントのシー

ンは現在拡大しているけど、もう少しした

ら行き詰まるかもしれないね。そのシーン

は、“外から中へ”拡大しているんだ。つ

まり、この国のアーティストは、まず海外

で認知されないと国内では認められない。

そういう意味でも、Buenos Aliensは多

少なりとも貢献していることになるんだ。

ローカルなエレクトロニックミュージック

のアーティストは、自分たちの音楽を多く

の人に聴いてもらう手段がない。インター

ネットを通して世界中にいる誰もが彼らの

作品を聴けるし、海外のプロデューサーに

認めてもらう機会もできるわけだから」

ところで、権利問題に関しては、どの

ような解決策を取っているのだろうか。

「アルゼンチンのアーティストからは、個

人的に許可を得て彼らのトラックを発表

しているんだ。ぼくらのサイトは、コマー

シャルサイトとして捉えられてはいないん

だよ。アルゼンチンでは音楽を発信（放

送やインターネットキャスト）することで

利益を上げていなければ、著作権料を払

う必要がない仕組みになっている。そし

て、事実ぼくらはこのサイトを運営するこ

とでお金を儲けてはおらず、ぼくらがそれ

ぞれやっているほかの仕事でまかなってい

るのが現状だ。でも、サイトの評判が高

くて、ほかの仕事をもらうことがあるので

合理的だと思う」

そ、Buenos Aliensのクオリティーは高い

とぼくらは思っているんだ」

Buenos Aliensのスタジオはブエノスア

イレスの郊外にある。そこはメンバーが暮

らす、ごく普通の住宅地の一角に位置す

る。ケーブルに接続されたコンピュータと

ターンテーブル、そしてCDプレイヤーが

何台も設置されていて、ウェブサーバーは

米国に置いてあるという。そして構成メン

バーはわずか3名というコンパクトさだ。

「ぼくがウェブマスターで、ヨハンがサ

ウンド編集のスペシャリスト、エデュアル

ド・ラフォルジアが広報兼DJで、この3人

ですべての事柄を決定している。起用す

るアーティストも、もちろんぼくらが決め

る。音楽的なクオリティーと、その人が

“リアル”なアーティストであることが条

件だ。彼らはレイブでプレゼンテーション

をし、自分たちのアートを広めることに興

味がなければいけないと思う。一方で、イ

ベントの情報を告知したり紹介したりする

基準についても、音楽的なクオリティーが

高くシリアスな姿勢で行われている。“ア

ーティストと参加者への待遇がいいこと”、

Buenos Alienが 主 催 し た イ ベ ン ト
「FAVORITOS 2000」。

同じく同サイトが主催したイベント
「AlternatiBA 2000」
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INTERNET magazine 2001/4 325Napster（ナップスター）：インターネットに接続されたパソコン上で音楽データを自由にやり取りするためのアプリケーション。

現在特に技術面で注目していること

は？　「よりフレキシブルなストリーミン

グ技術を実現するために、どこからでも発

信できる質の高いワイヤレスコネクション

を手に入れることに一番興味がある。そ

れはユーザーにとってもいいことで、たと

えばユーザーがBuenos Aliensを車の中や

ウォークマンで聴きながらクラブに行ける

ようになるからね」

ぼくらは未来のレコードレーベル

のような役割を担っている

Napsterについても意見を求めてみた。

「Napsterは、メインストリームのアーテ

ィストにとっては悪夢であり、アンダーグ

ラウンドのアーティストにとっては夢のよ

うなものだ。でもいまは、自分の曲をたく

さんの人に聴いてもらうためにMP3をアッ

プロードしてるアーティストの数が飽和状

態にある。ウェブは送られてくる音源をす

べてアップロードするので、どんどん混乱

状態を招いているように思える。Buenos

Aliensでは、送られてくるものを聴いて

“フィルター”してるんだ。クオリティー

が高く、その音楽スタイルを代表するよう

な曲を使用している。そういう意味で、ぼ

くらは未来のレコードレーベルのような役

割を担っていると思う。それは、ぼくらが

アーティストをセレクトして、もっともお

もしろいと思える作品を広めていることに

なるからだよ」

単なるポータルサイトではなく、すぐれ

たセレクションでレーベル的な機能を担っ

たサイトが登場するのも必然的なことだろ

う。「多くの人はまだ物質的なものに執着

してる。純粋な音よりも、パッケージの

CDを求めている。そうしたものがこのま

ま存在し続けるかはわからないが、もし消

えてしまったら、多くの人は好きなアーテ

ィストを象徴するようなオブジェを恋しく

思うようになるんじゃないかな。だけど、

ぼくらのサイトはすでに別の価値を作り始

めていると思うんだ」

Buenos Aliensのような存在は、われ

われが音楽に抱いてきた「イメージ」の部

分も変えようとしている。そんな流れは、

地球の反対側からも確実に起こってきて

いる。

Novedades
アルゼンチンで行われるイベントスケジュ
ールを厳選して掲載しているんだ。海外の
アーティストの情報もあるよ。

BA Vivo
スタジオをはじめ、クラブやライブ会場な
ど特別な場所から行われるライブネットキ
ャストを放送している。毎週水曜日の午
後10時（現地時間）にスタートするんだ。

Transmisiones
ここには、過去に発信されたコンテンツの
完全なファイルが収められているんだ。

MP3
有名無名を問わず、ぼくらが興味深いと
思ったアーティストの楽曲をMP3とREAL
AUDIOで提供している。Buenos Aliensの
もう1つのメインコンテンツだね。

betalounge
www.betalounge.com

毎週ライブウェブキャストをするアイ
デアは彼らから学んだんだ。とても感
謝している。

beatseek
www.beatseek.com

ウェブキャストのスケジュールを含む、
エレクトロニックミュージックのサーチ
サイト。“使える”ところだよ。

breakbeat
www.breakbeat.co.uk

最高のドラムンベースサイトと言えば、
やっぱり、ここ。マストでしょう。

Discos
こっちは現実のパッケージ音楽ソフトの新
作レビュー。試聴もできて、情報源として
も貴重だと思うよ。

Fotogaleria
ウィークリーのニュースレターという感じで、イベントのリポ
ートなどを写真入りで紹介している。このほかに、DJとミュー
ジシャンのための特別なメーリングリストやチャットチャンネ
ルなどもあるよ。

オススメサイト current top 3Buenos Aliensの構造

Buenos Aliensが直々にガイド！
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